
風待ち建築探訪＜その３＞ ～番外編～ 

気仙沼土木事務所 建築担当 

 

前回までは、港町『気仙沼』の市内で、“風待ち地区(気仙沼内湾周辺：南町・魚町地区)”と呼ばれる地域に残っている、

昭和初期の和・洋風建築物として、（株）角星酒造・（株）男山本店を紹介してきました。 

 今回は、番外編として街中を離れ、海水浴客で賑わった、海側に目を向けてみました！ 

 そこには、“海”・“田んぼ”・“木”・“倉”・“空”が、美しい田舎の雰囲気を醸し出していました。 

 

  

 

 

 

 

 

“板倉”の魅力に迫る 

 

 “倉”は木造のため、“板倉”と呼ばれ、主に農業用として、米や穀物等を保管するために倉庫として使われ、山間部を中

心に集中的に残存しているとされています。今回は、山間部ではなく海岸部に存在する板倉を紹介します。また、細かい

部分をよく見ると、当時の職人の様々な技術が見られます。 

現在、“風待ち研究会”では、この“板倉”について、内閣府の「全都市再生モデル調査事業」に選定され、「歴史的建造

物『板倉』を活かしたまちづくり調査事業」と称し、本格的に調査を開始しました。その調査に同行させていただき、この風

待ち建物探訪をまとめさせていただきました。 

まだ、調査中なので地元気仙沼大工が携わっていたかは分かりませんが、随所に見られる細かい職人技は、当時の

気仙沼大工の特徴である、モダンな職人技術を思わせます。また、一般の大工の手によるものであったとしても、気仙沼

地区の大工が持つ優れた技術を知ることができ、そんな、気仙沼の歴史も伺える、大変貴重な建物とも言えます。特に通

気口とおもわれる小窓部分や出入口部分の庇形状や装飾には特徴があり、建物ごとに個性を出していました。そして、

ほとんどの板倉は、使い勝手が良いのか？メンテナンスが行き届いているのか？丈夫なのか？現在も使用されている、

現役の建物でした。 

 

 ○調査をした板倉の特徴と共通点 

 ・外壁は、柱が密に配置され、板落とし込み形式で壁が構成されている 

 ・換気、通気を考慮したのか、置き屋根のような構造となっている 

 ・中２階建てになっており、小窓と庇が設けられている 

 ・入口引き戸の錠前や小窓の格子、飾り金物など、金物も使用している 

 ・細部（庇部分や屋根模様等）にも装飾が施され、各建物で装飾が違う 

 ・現在も倉庫として使用中（雨漏り跡や構造体の損傷も見受けられない） 



建 物 全 体 形 状 特 徴（庇形状等） 内 部 状 況 

 

 

 

 

 

 

 

腕木の装飾も美しい 

 

 

 

 

 

 

 

屋根の構造は和小屋組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉全体図（その１） 

木造 ２階建て 平入り 瓦葺き 

庇や屋根に細かい装飾が数多く見られる 

 

 

 

 

 

 

 

破風に装飾有りのスレート葺き 

 

 

 

 

 

 

 

階段も収納になっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉全体図（その２） 

木造 ２階建て 平入り スレート葺き 

入口庇の腕木も太くて豪快、内部も機能的なつくり 

 

 

 

 

 

 

 

小窓に鉄の格子が設置 

 

 

 

 

 

 

 

現在も倉庫として現役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉全体図（その３） 

木造 ２階建て 妻入り スレート葺き 

当時の状態のまま保たれているが、古さを感じさせない 

 

 

 

 

 

 

 

建物ごとに、個性的な庇形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板倉全体図（その４） 

木造 ２階建て 平入り 瓦葺き 

あまり装飾が無く、ベーシックな造りだが、堂々とした存在感 

 




